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論文審査の要旨及び担当者 
 
報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：A 20-Year Prospective Longitudinal Study of Degeneration of the Cervical Spine 
     in a Volunteer Cohort Assessed Using MRI  Follow-up of a Cross-Sectional 
     Study 
     （健常者の頚椎変性変化に関するMRIを用いた20年間の前向き縦断的研究） 
 
 
 本研究では、Magnetic Resonance Imaging（MRI）を用いて、無症候性健常者頚椎の20
年間の縦断的な変性変化を明らかにし、MRI上での所見の変化と臨床症状発現との関連に
つき検討を行った。20年間では95%の被験者に変性変化の進行を認めたが、椎間孔狭窄な
どの一部の所見を除いて、変性変化の大半は症状と有意な関連のない加齢性変化である
ことが示唆された。 
 審査では、まず20年前の初回研究時の母集団について質問された。初回研究時は主に
各研究担当者の知人関連などから集められ、内訳は事務職が43%、医療従事者が27%であ
り、学生も15%を占めていたと回答された。さらに頚椎の変性変化に影響を及ぼすと考え
られる母集団の職業についても問われた。初回研究時は、事務職の割合と医療従事者が
多かったが、今回研究時では事務職の割合が減少、肉体労働者の割合が増加し、サービ
ス業などのその他の職業の割合も増加していたと回答された。しかし、20年という長期
の追跡調査期間中に退職あるいは転職した被験者も多数おり、今回の研究においては被
験者の職業が頚椎変性変化へ与える影響の検討は除外せざるを得なかったと回答され
た。他覚的所見とMRI所見の関連について問われ、明らかな関連は見られなかったと回答
された。次に、初回および今回研究時での撮像条件の相違について問われた。初回研究
時は被験者の約３分の2は0.5テスラMRIで撮像されたが、今回は、すべて1.5テスラMRI
で撮像されたと回答された。撮像機種、パラメーターの相違によりコントラストや解像
度が異なる点が懸念されるが、画像読影の際にはT2強調画像での脳脊髄液の信号を参考
にして椎間板輝度を読影し、過去に妥当性が十分に確立された分類を使用するなどによ
り、MRI機種の相違が結果に与える影響を最小限になるように努力したと回答された。
1.5テスラの機種のみで撮像された患者での結果はどうであったかと問われたが、被験者
数が少なく十分な検討が行われていない旨が回答された。次に、頚椎に関連する臨床症
状の調査項目として挙げられていた肩こり、めまい、吐き気などは椎間板変性との関連
は報告があるかという点について問われた。これらの症状は外傷性頚部症候群などの頚
椎疾患ではよく見られるが、椎間板変性との関連は高くないと回答された。最後に、今
後さらなる長期のフォローアップの予定の有無を問われた。具体的な予定は現在のとこ
ろないものの、さらに長期の追跡調査は意義があると考えられるため可能であれば研究
を継続したいと回答された。 
 以上、本研究はいくつかの検討すべき課題を残すものの、MRIを用いて縦断的に健常者
の20年間の頚椎変性変化を明らかにした点で、これまでに報告のない臨床的に有意義な
研究であると評価された。 
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